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大
垣
真
蒙
学
龍

同
窓
△広長

児
玉

俊
雄

去
る
六
月
卜
日
、
大
垣
真
宗
学
院
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
木
年
は
役
員
改
選
期
に
当
り
、
図
ら
ず
も
同
窓
会
長
と
い
う
重

責
に
選
任
さ
れ
、
誠
に
未
熟
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
引
き
受
け

致
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

前
任
の
高
鮨
会
長
に
は
在
任
中
、
五
周
年
記
念
大
会
や
新
学
舎
建

設
募
金
事
業
、
等
々
を
成
し
遂
げ
ら
れ
、
同
窓
会
を
盤
石
な
も
の
に

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
様
な
ご
功
績
に
深
く
感
謝
致
す
と
共
に
、
更
に
発
展
さ
せ
て

行
く
べ
く
、
林
文
照
新
副
会
長
、
小
笠
原
ま
や
副
会
長
、
及
び
卜
六

人
の
新
役
員
の
方
々
と
気
持
ち
も
新
た
に
、
力
を
合
わ
せ
て
、
会
の

目
的
で
あ
る

「
会
員
相
互
の
交
誼
を
篤
く
し
、
大
垣
真
宗
学
院
と
会

員
と
の
関
係
を
密
に
し
、
か

つ
大
垣
真
宗
学
院
の
発
展
に
寄
与
す
る
」

（規
約
第
二
条
）
の
為
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。
学
院
関
係
者
の
皆

様
や
同
窓
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
、
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
折
し
も
来
年
は
、
大
垣
真
宗
学
院
創
立
六
十
五
周
年

・
大

垣
真
宗
学
院
同
窓
会
発
足
十
周
年
の
節
日
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
今

同
も
、
来
て
よ
か

っ
た
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
様
な
内
容
の
記
念
大

会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。　
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
方
に
ご
参
加
頂
き
、

実
り
多
い
大
会
に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
尚
、
開
催
Ｈ
は
、
二
〇

一

八
年
六
月
九
日

（十
）
で
す
。

役
員
　
同
、
心
よ
り
会
員
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌
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☆
誉

田

和
人
学
院
長
が
着
任

本
年
六
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
詈
田
和
人
新
学
院
長

（大
垣
教
務
所
長
、
大
垣
別
院
輪
番
）
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

☆

二
〇

一
七
年
度
新
入
生
を
迎
え
る

本
年
度
は
土
曜
夜
間
コ
ー
ス
に
十
名
、
夏
期
集
中
コ
ー

ス
に
四
名
の
新
人
生
を
迎
え
ま
し
た
。
教
区
別
で
は
、
大

垣
六
名
、
長
浜
三
名
、
二
重
二
名
、
岐
阜
、
名
古
屋
、
京

都
が
各

一
名
で
す
。
十
月
現
在
の
在
学
生
（休
学
除
く
）
は
、

夏
期
十
三
名
、
土
曜
昼
間
十
三
名
、
土
曜
夜
問
十
名
で
す
。

（―．
五
組
）
、
原
尚
登

（十

五
組
）
、
坂
高
也

（十
組
）

▽
長
浜
　
東
山
泰
浩

（十

五
組
）
、
斉
藤
優
香

（十

八
組
）
▽
京
都
　
一品
木
佑

也

（近
江
第
二
十
五
西
組
）

▽
福
井
　
北
藤

一
小

公
一

組
）

☆
第
十

回
　

同
窓
会
総
会

の
開
催

六
月
十
日
、
呼
応
学
舎
二
階
研
修
室
で
開
催
さ
れ
、
会

員
と
先
生
方
の
計
三
十
六
名
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

物
故
者
追
弔
会
に
続
い
て
二
０

一
六
年
度
の
事
業
報
告
、

決
算
報
告
、
■
０

一
七
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
案
は
す

べ
て
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（十
頁
参
照
）

ま
た
、
木
年
は
役
員
改
選
年
に
あ
た
り
、
新
役
員
の
選

出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
代
日
の
会
長
と
し
て
二
期
六
年

に
わ
た

っ
て
重
責
を
担

っ
て
い
た
だ
い
た
高
層
康

平
会
長

（
一
九
八
九
年
卒
、
岐
阜
）
の
任
期
満
了
を
受
け
て
、
規

約
に
よ
り
同
窓
会
役
員
会
か
ら
児
玉
俊
雄
副
会
長

（
一
九

九
六
年
卒
、
大
垣
）
を
新
会
長
と
し
て
総
会
に
推
挙
し
、

満
場

一
致
で
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
垣
前
会
長
に

は
、
佐
藤
義
成
初
代
会
長

（
一
九
七

一
年
卒
、
長
浜
）
と

同
様
、
規
約
に
よ
り
名
誉
会
員
に
就
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
監
査
役
を
担

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
新
役
員
と
し
て
、
七
岡
朋
子
さ
ん

（
一
九

九
九
年
卒
、
長
浜
）
、
武
田
晃
威
さ
ん

（
二
０

一
〇
年
卒
、

塞
【田
　
学
院
長

六
月
の
大
贖
教
務
所
長
就
任
と
併
せ
て
大
垣
真
宗
学
院

の
歴
史
の
末
席
に
つ
か
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
真
宗
学
院
は
大
谷
派
教
師
資
格
の
収
得
を
目
指
す
方
々

の
学
び
の
場
と
し
て
星
霜
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
が
、
当

初
の
動
機
を
超
え
て
、
親
鸞
聖
人
の
教
え
に
遇
い
人
生
が

転
換
せ
ら
れ
る
念
仏
の
道
場
と
し
て
幾
多
の
求
道
者
を
輩

出
し
て
来
ま
し
た
。
寺
院
の
後
継
者
を
目
指
し
て
い
た
者

が
、
念
仏
の
相
続
者
に
日
覚
め
る
大
切
な
道
場
に
な

っ
て

来
た
の
で
あ
り
ま
す
。

私
達
は
や
や
も
す
れ
ば
寺
院
経
営
の
視
点
か
ら
の
み
現

状
を
捉
え
、
先
行
の
暗
さ
を
嘆
い
て
み
せ
ま
す
。
し
か
し
、

寺
院
生
活
者
の
基
に
念
仏
生
活
を
し
て
い
る
か
の
点
検
は

，
ボ
リ
が
ち
で
は
な
い
て
し
ょ
う
か
。
門
徒
を
教
化
す
る

の
は
如
来
様
の
お
仕
事
で
す
が
、
そ
の
円
徒
の
中
に
自
分

を
置
く
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
、
否
、
自
覚
か
な
い
の

で
す
。
自
党
は
自
ら
の
内
か
ら
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
門
徒
と

一
緒
に
聴
聞
す
る
生
活
の

中
に
こ
そ
、
そ
の
手
が
か
り
が
あ
る
の
で
す
。
大
姉
青
宗^

学
院
が
有
縁
の
方
々
の
念
仏
道
の
灯
と
な
る
こ
と
を
切
に

願

っ
て
就
任
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

☆
新
卒
業
生
二
〇
人
が
同
窓
会
に
入
会

二
〇

一
六
年
度
は
土
曜

夜
間
と
夏
期
集
中

コ
ー
ス

か
ら
計
二
〇
名
が
卒
業
さ

れ
、
卒
業
式
と
同
時
に
同

窓
会
に
ご
入
会
い
た
だ
き

ま
し
た
。

新
会
員
は
次
の
み
な
さ

ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（順
不
同
、
敬
称
略
）

▽
大
垣
　
谷

純
子

（六
組
）
、
桑
原
治
子

出
中
秀
哉

（
四
組
）
、
稲
川
清
香

（五
組
）
、

（五
組
）
、
水
谷
信
代

（五
組
）
、
竹
中
裕
太
郎

堀

妙
子

（十
組
）
、
毘
蔵
谷
侑

（十
四
組
）
、

（十
六
組
）
、
伊
藤

吉冗

（卜
五
組
）
▽
高
山

（清
見
組
）
▽
岐
阜
　
内
山
徹
郎

（
十
組
）
、

（十
二
組
）
、

稲
川
佳
子

（六
組
）
、

岡
田
拓
也

森
川
治
美

和
田
滋
紀

大IB真宗学院同窓会ホームペーン 区垣真宗学院同窓
洵

第10号



長
浜
）
、
熊
谷
裕
子
さ
ん

（
二
０

一
六
年
卒
、
大
垣
）
の

ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（新
役
員
名
簿
は
十
頁
）

総
会
後
は
、
鷹
橋
賢
由
先
生
に
よ
る

「大
垣
真
宗
学
院

と
と
も
に
」
と
題
し
た
特
別
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た

（要
旨
は
四
～
八
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。
人
ｈ
真
宗
学
院

の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に
多
大
な
ご
苦
労
を
い
た
だ
い
た
鷹

橋
先
生
の
、
厳
し
く
も
熱
い
思
い
に
久
し
ぶ
り
に
接
し
、

わ
が
身
の
姿
勢
を
問
い
直
し
た
会
員
も
多
か

っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
の
懇
親
会
に
は
、
会
員
と
先
牛
方
計
二
十
名
が

参
加
さ
れ
、　
一
人

一
人
が
近
況
を
報
告
し
合
い
、
和
や
か

な
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
懇
親
会
で
は
、
長
浜
教
区
有
志
の
皆
さ
ん

（佐

藤
義
成
、
三
山
涼
子
、
海
北
誓
子
、
渡
辺
容
子
、
七
岡
朋

子
、
藤
環
）
に
よ
る
■
劇

「親
鸞
聖
人
と
山
伏
弁
円
」
を

上
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
を
親
鸞
役
に
、
藤
環

さ
ん
が
弁
円
役
を
務
め
、
ほ
と
ん
ど
ぶ
っ
つ
け
本
番
と
い

う
こ
と
で
し
た
が
そ
れ
ぞ
れ
が
は
ま
り
役
で
、
熱
演
に
会

場
は
大
き
な
笑
い
と
お
念
仏
の
声
が
満
ち
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

来
年
は
六
月
九
日
に
学
院
創
立
六
十
五
周
年
、
同
窓
会

発
足
十
周
年
の
記
念
大
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
を
予
定
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

第
十
回
同
窓
会
総
会

に
て
任
期
が
満
了
し
ま

し
た
の
で
退
任
致
し
ま

し
た
。
二
〇

一
一
年
第

四
回
総
会

で
会
長
を
拝

命
し
二
〇

一
七
年
ま
で

の
二
期
六
年
間
永
い
よ
う
で
短
く
も
感
じ
る
期
間
で

し
た
。
二
〇

一
三
年

の
学
院
創
立
六
〇
周
年
と
同
窓
会
発

足
五
周
年
記
念
大
会
、
二
〇

一
四
年
に
は
新
学
会
建

設
募
金
事
業

の
立
上
げ
等
、　
ハ
ー
ド
な
事
業
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
す

べ
て
が
円
成

い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ

も
会
員
を
は
じ
め
、
役
員
各
位

の
前
向
き
な
御
協
力

と
先
生
方
よ
リ
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
結
果
だ
と
思

い
ま
す
。
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
新

し
い
会
長

の
も
と
、
「
動
」

の
同
窓
会
と
し

て
機
能

あ
ら
ん
事
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

七
岡
朋
子

一
九
九
九
年
卒

長
浜

学
院
在
学
中
は
、
色
々
な
先
生
方
や
仲
間
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
あ

っ
と
い
う
間
の
三
年
間

で
し
た
。

年
　
回
の
上
山
研
修
も
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
、
残

っ

て
い
ま
す
。
平
成
十
二
年

一
月
に
、
父
が
亡
く
な
り
、

住
職

の
仕
事
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
、
沢
山
の
方

の
支
え
が
あ
り
ま

し
た
。
開
法

の
方
も
、
少
し
ず

つ
、
重
ね
て
き
ま
し

た
。こ
の
た
び
、
真
宗
学
院
同
窓
会

の
役
員
を
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
様

の
お
役
に
立
ち
ま
す
様
、
携
わ
ら
せ
て
頂
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

熊
谷
裕
子
　
二
Ｏ

Ｉ
ハ
年
卒

大
垣

高
拓
一前
会
長
か
ら
推
薦

（指
令
？
）
を
頂
い
て
、

役
員
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
戸
惑
い
な

が
ら
も
役
員
会
に
参
加
し
、
同
じ
大
垣
真
宗
学
院
と

い
う
場

で
学
ん
だ
先
輩
方

に
お
会

い
で
き
て
う
れ
し

く
思

っ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
の
役
員
会
や
、
総
会
に
出
席
す
る
中

で
、
先

輩
方

の
、
「
同
窓
会
を
通
し
て
、
真
宗
学
院

の
学
び
、

先
生
方

の
願
い
、
同
朋
の
存
在
、
そ
れ
ぞ
れ
を
心
に

持
ち
続
け
よ
う
」
と
い
う
願
い
を
感
じ
、
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
同
窓
会
に

つ
い
て
よ
く
分
か

っ
て
い
な
い

状
態

で
す
が
、
来
年

の
学
院
創
立
六
十
五
周
年
、
同

窓
会
発
足
■
周
年
の
記
念
大
会
に
向
け
て
、
す

で
に

計
画
は
始
ま

っ
て
お
り
ま
す
。
全
く
微
力

で
は
あ
り

ま
す
が
、
少
し
で
も
貢
献

で
き
た
ら
と
思

っ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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